
！
日
常
生
活
か
ら
ど
う
題
制
化
す
る
か

砂
子
高
齢
化
誼
芸
の
ゆ
く
え

人
口
減
少
の
虚
実

時
機
に
応
じ
て
変
化
す
る
の
が
現
実
政
治
。

そ
の
教
材
化
の
成
否
は
情
報
の
読
み
取
り
方

で
さ
ま
る
。
特
に
少
子
高
齢
化
は
未
来
に
広

が
る
た
め
、
判
断
を
誤
り
や
す
い
。
最
も
身

近
で
加
工
し
や
す
い
新
聞
（
サ
イ
ト
）
情
報

で
そ
の
方
法
を
例
示
し
よ
う。

ま
ず
日
本
経
済
新
聞
1
月
1
日
号
社
会
面

ト
ッ
プ
の

ω年
推
計
人
口
（
厚
労
省
）
に
関

す
る
記
事
の
見
出
し
か
ら
始
め
た
い
。

「
出
生
数
再
び
減
少

人

口

減
最
大
、

7
万
5
0
0
0
人」

二
年
ぶ
り
に
出
生
数
が
減
少
、
戦
後
二
番

支
え
る
側
の
人
数
は
確
実
に
増
え
る
。
ま
だ

あ
る
。
こ
の
統
計
で
支
え
る
側
は
一
五
歳
か

ら
だ
が
、
高
校

・
大
学
な
ど
の
在
学
生
は
含

ま
れ
な
い
。
だ
が
ア
ル
バ
イ
ト
生
は
多
い
。

介
護
や
保
育
な
ど
の
福
祉
の
現
場
へ
の
就
労

参
加
を
、
中
高
等
教
育
の
教
育
線
程
（
キ
ャ

リ
ア
教
育
）
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
支
え

る
側
に
カ
ウ
ン
ト
可
能
で
あ
る
。

よ
り
重
要
な
の
は
女
性
。
夫
の
給
与
で
生

活
す
る
専
業
主
婦
は
、
税
と
保
険
（
健
康
保

険
、
年
金
）
を
払
わ
な
い
た
め
支
え
ら
れ
る

側
に
な
る
。
だ
が
実
際
に
は
税
の
控
除
内

（
年
収
一
O
三
万
円
）
で
パ
ー
ト
職
に
就
く

女
性
は
多
い
。
フ
ル
タ
イ
ム
職
を
望
む
女
性

も
少
な
く
な
い
。
健
康
保
険
と
年
金
を
夫
か

ら
独
立
さ
せ
、
給
与
と
昇
進
を
男
女
同
等
に

し
、
子
ど
も
全
て
に
保
育
闘
を
保
障
す
れ
ば
、

女
性
の
労
働
力
家
は
急
上
昇
す
る
。
逆
に
、

こ
の
条
件
が
整
わ
な
け
れ
ば
、

仕
事
を
優
先

し
て
、
結
婚
と
出
産
の
選
択
肢
を
捨
て
る
女

自
に
低
い

一
O
六
万
九
千
人
に
。
死
亡
数
は

前
年
よ
り
泊
え

一
一
四
万
四
千
人
。
そ
の
結

果
人
口
減
少
の
幅
が
最
大
に
、
と
の
報
道
記

事
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
経
済
紙
が
元

旦
号
で
大
き
く
扱
う
話
題
は
そ
の
年
の
経
済

の
中
心
課
題
。

二
O
一

O
年
は
人
口
減
と
い

う
こ
と
だ
が
、
事
実
、
同
紙

一
面
中
央
の
縦

見
出
し
は

「長
寿
誇
れ
る
国
家
モ
デ
ル
を
」
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
復
活
の
叩
年
」
の
課
題
が
八
段

抜
き
で
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
。

人
口
械
が
な
ぜ
問
題
か
。
減
る
の
は
働
く

年
代
で
、
高
齢
脚
者
は
増
え
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
現
在
六
O
代
前
半
の
団
塊
の
世
代
の
加

齢
と
と
も
に
高
齢
者
は
急
増
す
る
。
支
え
る

性
が
今
後
も
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

が
出
生
率
低
下
の
原
因
で
あ
る
。
少
子
化
は

自
然
現
象
で
も
若
者
の
自
己
中
で
も
な
い
。

戦
後
日
本
の
法
制
度
が
生
み
だ
し
た
も
の
で

あ
る
。
政
治
家
や
官
僚
が
騎
馬
戦
と
肩
車
の

比
織
を
用
い
て
日
本
の
未
来
が
危
な
い
、
と

発
言
す
る
と
き
は
要
注
意
。
国
民
負
担
の
理

由
で
あ
れ
ば
堂
々
と
反
論
す
べ
き
。
そ
れ
は

法
制
度
を
改
め
る
こ
と
を
怠
っ
た
あ
な
た
た

ち
の
責
任
、
と
。
そ
の
証
拠
を
み
せ
よ
う
。
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子
ど
も
は
い
ら
な
い
？

「
内
閣
府
調
査
一
『
子
供
必
要
な
い
』
位
%

初
1
初
代
6
割
に
」

（仰
年
四
月
5
日）

毎
日
新
聞
サ
イ
ト
の
見
出
し
で
あ
る
。
昨

年
一
O
月
実
施
の
内
閣
府

「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
関
す
る
世
論
制
査
」
の
報
道
。
「
結
婚

し
て
も
必
ず
し
も
子
供
を
持
つ
必
要
な
い
」

が、

「ど
ち
ら
か
」
を
あ
わ
せ
て
四
二
・
八
%
。

前
回
の
O
七
年
か
ら
六
ポ
イ
ン
ト
地
え
、
男

側

（
一
五
歳
1
六
四
歳
）
と
支
え
ら
れ
る
側

（
六
五
歳
以
上
）
の
割
合
が
、

二

O
年
後
は

現
在
の
こ
対
一
か
ら
二
対
一

に、

三

O
年
後

は
一
対
．
に
な
る
と
推
計
さ
れ
、
騎
馬
戦
型

か
ら
肩
車
型
に
変
わ
る
と
危
棋
さ
れ
る
。

こ
の
数
値
と
比
輸
を
授
業
で
用
い
る
先
生

方
は
多
い
と
思
う
が
、

実
は
こ
れ
は
間
違
い
。

年
齢
の
み
で
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
を

わ
け
る
た
め
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

の
誤
っ
た
理
解
を
導
く
。
ま
ず
六
五
歳
以
上

で
元
気
な
方
は
多
い
。
財
産
と
収
入
が
現
役

世
代
よ
り
多
い
方
も
少
な
く
な
い
。
定
年
と

年
金
支
給
開
始
の
年
齢
を
調
整
し
、
働
く
意

志
と
能
力
を
活
か
す
仕
組
み
に
変
え
れ
ば
、

-30-

性
三
八
・
七
%
よ
り
女
性
四
六

・
五
%
の
賛

成
割
合
が
多
い
。
位
代
差
は
ど
う
か
。
賛
成
者

は
二
O
代
六
三

・
O

%
、
三

O
代
五
九
・

O

%、

四
O
代
田
七
・
五
%
、五
O
代
田
三
・
一

%
、
六
O
代
三
五
・
八
%
と
い
う
結
果
。
若

く
な
る
ほ
ど
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
拘
ら
な

く
な
り
、
二
O
代
1
三

O
代
〈
当
事
者
）
の
六

割
が
賛
成
。
女
性
の
み
な
ら
数
値
は
よ
り
高

く
な
る
。
こ
の
現
実
は
重
く
、

二
つ
の
意
味
で

こ
れ
ま
で
の
国
の
施
策
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
。

一

一
つ
は
少
子
化
対
策
の
前
提
。
子
ど
も
二

↓

人
以
上
が
国
民
の
多
数
派、

そ
れ
を
妨
げ
る

条
件
排
除
が
公
的
支
援
の
役
割
、
と
さ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
当
事
者
の
女
性
の
多
数
派

が
子
ど
も
は
必
要
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
現

行
少
子
化
対
策
は
誤
っ
た
施
策
と
な
る
。

も
う
一
つ
は
よ
り
深
刻
。
実
は
日
本
の
法

制
度
は
、
法
が
認
め
る
手
順
で
結
婚
し
た
男

女
が
父
母
に
な
り
、
父
は
仕
事
、
母
は
家
事

育
児
専
業
の
家
庭
で
育
つ
子
ど
も
が
正
常
。



こ
の
条
件
か
ら
外
れ
る
（
欠
損
）
家
族
は
福

祉
（
異
常
）
の
対
象
に
な
り
、
死
別
、
離
別
、

未
婚
の
順
に
一
人
親
へ
の
給
付
や
控
除
の
差

が
法
で
定
め
ら
れ
、
不
正
常
な
（
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
）
未
婚
母
子
は
貧
困
率
に
追
い
込

ま
れ
る
（
み
せ
し
め
）
。
こ
の
制
度
の
前
提

は
、
日
本
人
は
必
ず
結
婚
し
、
女
性
は
必
ず

母
に
な
る
（
こ
と
を
望
む
）
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
高
年
代
者
に
し
か
あ
て
は
ま
ら
な
い

こ
と
を
鯛
査
は
証
明
し
た
。
こ
の
国
の
存
続

の
た
め
に
、
法
や
政
策
の
基
準
を
ど
の
世
代

に
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
か
。
答
え
は
明
白
と
思

う
が
、
改
革
の
声
は
政
権
交
代
後
も
小
さ
い
。

そ
の
結
果
、
未
来
は
ど
う
な
る
か
。
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超
高
齢
社
会
へ
の
準
備
の
条
件

「
独
居
高
齢
者
の
劃
合
、
初
年
に
は
倍
浴

日
%
」

（
読
売
新
聞
サ
イ
ト

ω年
問
月
は
日
）

六
五
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
世
帯
が
二

O

三
O
年
に
現
在
の
約
二
倍
（
全
世
帯
の
一
五

%
）
に
な
る
（
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題

研
究
所
推
計
）
と
の
記
事
の
見
出
し
。
特
に

上
位
県
の
鹿
児
島
、
高
知．

和
歌
山
は
一
九

%
以
上
。
い
ず
れ
も
人
口
減
少
が
進
む
県
だ

が
、
人
口
問
の
都
市
部
は
問
題
な
い
か
。
否

で
あ
る
。
世
帯
割
合
よ
り
実
数
の
泊
加
が
問

題。

世
帯
主
が
七
五
歳
以
上
の
世
帯
数
の
増

加
率
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
を
紹
介
し
よ
う
。

埼
玉
県

一
九
五
%

千

葉

県

一

七

七

%

神
奈
川
県

一
四
七
%

地
加
率
一
九
五
%
と
は
実
数
が
現
在
の
三

倍
に
な
る
こ
と
。
お
ま
け
に
都
市
部
は
人
間

関
係
が
希
簿
で
働
く
人
に
使
利
な
つ
く
り
。

高
齢
者
を
支
え
る
謀
題
は
都
市
部
が
大
き
い
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
問
題
は
単
独
世
帯
の

糟
加
で
は
な
く
、
支
え
る
側
を
増
や
す
方
法
。

分
母
を
増
や
す
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
や
北
欧
が
示
唆
す
る
政
策
の
切
り
札
は

一
人
親
（
シ
ン
グ
ル
）
世
帯
を
誰
も
が
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
社
会
へ
の
転
換
で
あ
る
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
と

い
う
原
則
が
あ
る
。
子
ど
も
を
生
む
判
断
は

当
事
者
の
女
性
の
権
利
と
健
康
に
基
づ
く
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
．
女
性
が
出
産
を
た

め
ら
う
社
会
的
条
件
を
取
り
除
く
こ
と
が
課

題
だ
が
、
重
要
な
の
は
子
育
て
負
担
の
軽
減

で
は
な
く
、
産
め
ば
生
活
の
安
定
が
保
障
さ

れ
る
法
制
度
へ
の
転
嫁
。
こ
れ
が
超
高
齢
社

会
へ
の
機
備
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
の
発
達
課
題
の
見

直
し
。
医
療
や
介
護
職
重
視
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
必
要
。
税
と
保
険
を
納
め
、
高
齢
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
能
力
の
育
成

も
大
事
。
祖
父
母
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
の
成
長
に
必
要
な
親
子
双
方
の
発
達

観
題
の
中
心
に
、
高
齢
者
と
共
に
い
き
る
心

と
技
術
と
知
識
と
仲
間
の
育
成
を
位
世
づ
け

実
践
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
単
独
高
齢
世
帯
激

培
に
備
え
る
十
分
条
件
で
あ
る
。
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④
バ
イ
ク
通
学
の
規
制

（
主
と
し
て

高
校
）

こ
れ
ら
の
規
則
と
き
ま
り
は
、
い
ず
れ
も

学
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
管
理
者
の
責

任
の
下
で
策
定
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
（
法

的
に
も
、
学
校
に
お
け
る
規
則
と
き
ま
り
の

制
定
改
廃
縮
は
管
理
者
に
あ
る
と
解
さ
れ
て

い
る
）
。
こ
れ
ら
学
校
の
規
則
と
き
ま
り
を

「
政
治
」
の
学
習
と
し
て
取
り
上
げ
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
方
が
あ
る
の
．
た
ろ
う

か
．
木
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
論
究
し
て

い
く
。

！
日
常
生
活
か
ら
ど
う
題
劇
化
す
る
か

は
謡
？

学
較
の
親
則
と
さ

は
じ
め
に

学
校
の
規
則
と
き
ま
り
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
学
校
か
ら
高

校
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
段
階
で
規
則
や

さ
ま
り
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
児

童

・
生
徒
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
以
下

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

①

登

校

中

・
下
校
中
の
買
い
食
い
の

禁
止
（
主
と
し
て
小
学
校
）

②
髭
の
毛
の
着
色
の
禁
止、

パ
l
マ

の
禁
止
（
主
と
し
て
中
・
高
校
）

③

制
服
着
用
の
義
務

（
主
と
し
て

中

・
高
校
）

2 

授
業
化
の
方
向
性
l
批
判
的
吟
味
お

よ
び
改
善
案
の
提
案

学
校
の
規
則
と
き
ま
り
に
つ
い
て
児
童
・

生
徒
は
「
守
る
も
の
」
と
し
て
無
批
判
に
受

け
入
れ
て
い
る
。
た
だ
、
前
述
の
規
則
と
き

ま
り
に
つ
い
て
は
若
干
の
「
不
満
」
を
児

童
・
生
徒
な
り
に
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
学
校
の
規
則
と
き
ま
り
に

対
す
る
児
童

・
生
徒
が
持
つ
「
不
満
」
を
取

り
上
げ
、
学
校
の
規
則
や
き
ま
り
を
批
判
的

に
吟
味
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
校
の
規
則

や
き
ま
り
の
意
義
や
課
題
を
児
麓

・
生
徒
に

理
解
さ
せ
、
ま
た
課
題
に
対
し
て
は
児
童

・

生
徒
に
そ
の
対
処
法
（
改
善
案
）
を
考
察
さ

-33ー
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政
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学
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で

ど
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教

え

る

か

！

と

聞

か

れ

た

ら

日
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／
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昭
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／
池
野
範
男
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－
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a
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w
政
治
の
働
き
4

！
日
常
生
活
か
ら
ど
う
題
材
化
ず
る
か

「
予
ど
も
手
当
」
か
ら
政
治
区
つ
い
て
考
え
る
・
・

：
・
・
・
市
川
宝
生
：
ロ

祝
日
の
名
称
！

O
O日
と

O
Oの
日
の
違
い
・

・

：
・
・
池
田
操
：
－

m

裁
判
員
制
度
を
模
擬
授
業
す
る

・
・
：

：
・
・
：
；

：

清
水
宏
：
－

m

選
挙
権
｜
年
齢
引
き
下
げ
論
・
・
・
：
・
・
：
・
・
・
資
元
芳
文
・
：
引

ど
う
起
こ
る
貧
困
問
題
・
：
・

・
：：

：
・
：

：
：
：
：
三
授
利
多
：
お

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
｜
工
コ
と
エ
コ
：

：
j
i
－－：
j

i
－－J
J
・－
：
：
三
原
茂
・
：
幻

少
子
高
齢
化
社
会
の
ゆ
く
え
・
・

・
；

・：
・

・
：

：
：
・
馬
居
政
幸
：
初

学
校
の
規
則
と
き
ま
り

i
決
め
る
の
は
誰
？
・
：
；
：
：
・
・
橋
本
康
弘
・
お

1
人
叙
室
で
す
る
読
み
聞
か
ぜ
按

m
yl
i
l
1
1
1
I
l
l
i－－

l
il
i－
－

－

－

一

日

本

の

変

革

期

に

登

場

し

た
H

こ
の
政
治
家
。
を
語
る
：
：
－
－
j

i
－－：お

一

古
代
：
：
・
：
：
高
井
基
行
／
中
世

：
：：：：

田
口
広
治
／
近
世
：
：
：
山
下
辰
也

一

近
代
・
：
：
・
：
・
白
井
忠
雄
／
現
代
：
j

－
－
西
尾
一

H

民
主
政
治
の
仕
組
み
市
ー
身
近
な
題
材
・
資
料
で
す
る
探
究
学
習

憲
法
l
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
・：
j
i
－－
j

i
－－：－
j
i
－
－
：
：
：
栗
原
久
：
ぬ

国
民
主
権
・
国
家
主
権
l
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
j

i
－
－
木
村
勝
彦
：
ぬ

国
家
間
の
相
互
主
権
l
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
：
j
i
－－：
・莫
住
忠
久
：
ぬ

個
人
と
社
会
の
関
わ
り

l
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
：
：
・
：
：
松
島
康
之
：
由

選
挙
制
度
｜
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
・
：
：：
－j
i
－－：
：
：
：
青
田
昌
一
郎
：
ぬ

政
党
の
役
割

l
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
：
：
j
i
－－－
j
i
－
－
：
高
倉
良
一
：
引

全
体
主
義
と
の
違
い

i
身
近
な
題
材
・
資
料
で
探
究
学
習
：
j

i
－－：
佐
醸
民
男
・：制

へ
政

治

学

習

の

キ

ー

ワ

ー

ド

H
考

え

さ

せ

る

題

材

・

資

料

ベ

ス

ト

3
：
：
町
一

「
権
利
と
義
務
」

：
大
津
克
美
／
「
公
共
」
・

・
・
内
山

隆
／
「自
由
」
：
：
：
：
：
岩
切
洋
一

「
平
等
」
・
：：：：
加
藤
寿
閉
／
「
基
本
的
人
権
」
：
新
福
悦
郎
／
「
平
和
」
j
i
－－
－小
池
俊
夫

「
安
保
」
：
：
：
：
猪
野
滋
／
「
社
会
保
障
」
・
児
玉
康
弘
／
「
税
制
」
・－
j
i
－
－
善
財
利
治

「議

A
E
－
－
：
：
：
：
木
村
博
一

／
「領
土
建
・蓮
」
：
吉
水
裕
也
／
「
国
連
」
：：
：
：
佐
藤
郡
衛

「
国
旗
」
：
：
：
：
・
小
宮
宏
／
「
環
境
保
全
」
：
水
山
光
春
／
「福
祉
」
：
：
・
：
藤
原
孝
章

「愛

国

心

」

：

・

：

伊

藤

純

郎

一

同
断
関
長
臥
陸
信
直
自
慢
晶
一
面
積
ふ
品
山
富
思
＝
窃
開
’
A
広
園
開
閤
圃
園
田
園

H

あ
の
政
治
学

F
な
ぜ
子
ど
も
は
燃
え
た
か
？

i
討
論
授
業
の
仕
掛
け
を
探
る

有
田
和
正
「
戦
醤
ゐ
綬
撲
什
肘
論
の
仕
掛
け
を
探
る
：
：

j
i
－－
：
：
沼
田
孝
文
・
；
W

向
山
洋
一
「
多
摩
川
は
斡
似
刻
倒
〕
｜
討
論
の
仕
掛
け
を
探
る
・
：
：安

野

功

：
ω

築
地
久
子
「
公
平
」
｜
討
論
の
仕
掛
町
を
探
る
：
・
・
：
・
・
・
：
谷
和
樹
：
ぬ

け

y河
田
孝
文
「
自
衛
隊
」
｜
討
論
の
仕
掛
け
を
探
る
・
：
：
：
j

i

－－－：：
：
申
本
卓
司
品

川

γ
小
学
英
語
『
世
界
の
国
々
」
に

H

こ

の

プ

ラ

ス

情

報
H

・
・
：
－

－j
ω

沼
田
能
昌
／
田
上
達
人
／
中
醤
則
／
渋
谷
徹

青
柳
滋
／
新
村
勲
／
山
下
宏
文
／
岩
田
君
雄

一一……

・
新
装
！
社
会
科
副
読
本
の
編
集
コ
ン
セ
プ
ト

l
新
教
材
の
開
発
と
ぺ
i
ジ
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

「
自
然
環
境
」
を
指
導
す
る
紙
面
機
成
：
：
：
j
i
－－：：：：・：
j
i
－
－
－
北
俊
夫
・
新
保
元
康
：
巾

：
・
領
土
問
題
・
世
界
史
の
中
で
考
え
る

「
領
土
問
題
」

の
授
業
を
構
想
す
る
・：：
：
：：：
j
i
－－
j
i
－－：：・：：
j
i
－－
：
：
原
田
智
仁
：
・山

一一
．
H

こ
の
歴
史
用
語
’

i
誕
生
秘
話
と
生
育
史
の
謎
を
解
く

j
・

E
の乱
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
占
慧
聞
の
音
の
皐
嘉
る
た
め
に
は
、
応
仁
の
飢
以
後
を
知
っ
て
い
た
f

字
分
で
す
審
議
む
：
村
井
淳
志
・：
川

開
・
小
学
校
社
会
科
移
行
期
の
研
究
ス
キ
ル

院
移
行
期
初
年
度
の
研
究
ス
キ
ル
を
締
め
括
る
j
i
－－
－－
J

i
－－
J
i
－－J
J
・
－
・
：
：
安
野
功
：
－

m

匙
・
中
学
技
社
会
科
移
行
期
の
研
究
ス
キ
ル

言
語
活
動
の
充
実
と
評
価
j
i
－－：
j
i
－
－：－
J
i
－－：：
j

i
－－：
；
－j

i
－
－
・
：
：
大
杉
昭
英
：－

m

…………

・
授
業
参
観
・
私
の
ド
ッ
キ
リ
日
記

授
業
の
モ
デ
ル
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
幸
せ
で
あ
る
：
：
－
j
i
－－：
j
i
－－：：
：
甲
本
卓
司
：
－

m

…………・
私
の
乱
続
日
記

・
3
月
：
：：：
j
i
－－：・
j
i
－－：：

j
i
－
－
－
棚
橋
健
治
：
－m／
新
保
元
蹟
：
－

m

問
問
開
閉
附
凶
こ
こ
に
『
こ
の
授
業
あ
り
」
悶

千
葉
燥
の
巻
：
：
：
：
：
j

i
－－：：
j
i
－－：：
j
i
－－・：：：
：
－j
i
－－j
i
－
－－
：
：
戸
田
善
治
・：

ω

【表
紙
｝
イ
ラ
ス
ト
H
立
松
証
明
（
モ
ン
・
サ
ツ
・
ミ
ツ
シ
ェ
ル
修
道
院
｝
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